
 

           新技術調査表（１） 登録番号 1701013 

名  称 GU ブロック置式タイプ 作成年月日 2017年 12月 19日

更新年月日 2023年 4月 14日

 副  題 設置がしやすく安全性を向上させた仮設柵用基礎ブロック  開発年月日    2015年 月 日

 
 
 分  野 

①共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

①材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

共通資材 

 

 

耐久性 
作業速度 

 

 
開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 株式会社ニュー・メソッド 担当部署 研究開発部 

担当者名 山下 真靖 ＴＥＬ 058-215-8962 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 株式会社丸治コンクリート工業所 担当部署 東京営業所 

担当者名 竹中 伸優 〒 154-0012 ＴＥＬ 03-6432-1227 

住  所 東京都世田谷区駒沢5-11-15 ＦＡＸ  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.maruji.com e-mail n-takenaka@maruji.com 

 
 【概 要】 

GUブロック置式タイプは、仮設防護柵の基礎を”鋼製プレート”と”かみ合わせ構造”で連結することで
設置や移動がしやすく、歩行者や作業者の安全性を向上させた仮設柵用基礎ブロックです。 

 
 【特 徴】 
1. 鋼製プレートで連結したブロック全体で車両の衝突荷重を吸収し、路外への車両逸脱を防止する

と共に、衝突時の防護柵の移動量を抑制して歩行者・作業者の安全性を向上させる。 
 

2. コンクリートのかみ合わせ部と鋼製プレートによる連結構造のため、任意の箇所で取り外しが自
由にできる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               写真-1 採用例 
 

        

様式－３ 

鋼製プレート 

かみ合わせ構造 
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新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：     0件 
  国 土 交 通 省 ：      154件 
  その他公共機関：    411件 
  民 間：     37件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：     件 

 都市整備局：     件 

 港 湾 局：     件 
  

水 道 局：    件 

  下 水 道 局：     件 

  交 通 局：     件 

  そ の 他：    件 

 特  許    ①有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：第5859610号            ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：KT-160028-VE  登録年月日：2019年10月） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

① 安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ⑦景 観 

 自由記入 長尺 連続 部分取替え 

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ②省力化 ３作業効率向上 ４施工精度向上 ⑤耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ⑦作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名：現場製作単独基礎 
 １ 工 程【①短縮（  99％）２同程度 ３増加（   ）】（養生期間が短縮できるため ） 
 ２ 省 人 化【１向上（ 63％）２同程度 ３低下（   ）】（           ） 
 ３ 経 済 性【１向上（   ）２同程度 ③低下（-292％）】（コンクリート量が多くなるため  ） 
 ４ 施工管理【１向上      ２同程度 ３低下          】（           ） 
 ５ 安 全 性【①向上 ( 94％) ２同程度 ３低下          】（衝突エネルギーの吸収量が大  ） 
 ６ 施 工 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（型枠・養生が不要     ） 
 ７ 環 境【①向 上    ２同程度 ３低下          】（交通規制の期間が短縮   ） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（           ） 
 ９ 品 質【①向 上    ２同程度 ３低下          】（安定した品質と耐久性   ） 
 10  そ の 他（                                  ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定              出展：国土交通省 公共工事設計労務単価 
 
 【施工単価等】  
                                             直接工事費（10ｍ当り） 

比較項目 単 位 
従来工法 新規工法 

効 果 
単独基礎 GUブロック 

工 程 日／１0ｍ 28.41 0.10 99% 
省人化 人日／10m 2.07  0.76 63% 

経
済
性 

材料費 円／10m 10,054      184,815 -1738% 
工事費 円／10m 40,913 15,038 64% 
その他 円／10m    
材工共 円／10m 50,967 199,853 -292% 

 
 【施工上・使用上の留意点】 
・衝突エネルギーを吸収する連結基礎とする場合、ガードレールへの衝突荷重に対し安定計算を行い最低連

結延長を求めます。(表-1) 

・衝突荷重 30kN の場合、[B=600 L=18ｍ] [B=500 L=25m] [B=400 L=37m] B=製品幅 L=連結延長 

【参考資料】 
・車両用防護柵標準仕様・同解説  
・土研センター土木技術資料54-4(2012)道路規制箇所等に用いられる仮設柵類の種類と性能  

 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

１.鋼製プレートで連結したブロック全体で車両の衝突荷重を吸収し、路外への車両逸脱を

防止すると共に、衝突時の防護柵の移動量を抑制して歩行者・作業者の安全性を向上さ

せる。 

【衝突時の性能】 

従来技術の独立基礎や鋼製のH鋼タイプは車両が衝突すると、ビームの変形と基礎の移

動で衝突エネルギーを吸収するが、写真-２のように基礎が比較的容易に移動してしまう。

 新技術は基礎の重量を大きくし鋼製連結プレートとかみ合わせ構造で連結することで、

たわみ性防護柵としての機能を損なわないようにしながら、写真-3のように衝突荷重を受

けた時に鋼製プレートが変形しながら衝突荷重を吸収する粘りのある構造のため基礎が

移動しにくい。単体ブロックの基礎やＨ鋼置き式の基礎はあくまでも導線誘導を目的とす

る仮設構造であるが、新技術は車両用防護柵標準仕様・同解説による本設の防護柵性能基

準に準拠する構造である。 

 

 

 

 

 

 

     写真-2 従来技術(衝突時)      写真-3 新技術(衝突時) 

 衝突エネルギー吸収量を10ｍあたりの重量で比較すると新技術は従来技術より94%向 

 上した。  

【連結部の構造】 

新技術は衝突時に基礎ブロックが荷重を受けた場合,かみ合わせ構造(写真-４)と鋼製連結ﾌﾟ

ﾚｰﾄ(写真-4)により移動を抑制し、尚且つ図-1のように15度の角度でブロック同士が干渉する構

造にし、歩道側へ移動する量を抑制する安全対策をした。 

             図-１ 車両の逸脱防止性能 

 

 

 

 

 

         写真-４ かみ合わせ構造            写真-５ 鋼製連結プレート 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
道路の工事箇所や規制箇所。車道と歩道との境界。特に交通量が多く歩行者や作業者の安全
対策が必要な場所や規制箇所が頻繁に移動していく場所。 
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２. コンクリートのかみ合わせ部と鋼製プレートによる連結のため任意の箇所で取外しが可能。 

「ブロックを重ねてボルト連結するタイプ」の防護柵用基礎は、図-3のようにかみ合わせ構造の

ため端部の一方からしか取り外しが出来ないが新技術は鋼製プレートのボルト (M16)を取り外す

だけで図-2のようにどこからでもブロックを取り外す事ができ、設置・撤去・移動が容易に出来る。 

   

 

 

 

           図-2 新技術                     図-3 重ねてボルト連結するタイプ 
 
4. 鋼製連結プレートの耐力試験 
（1）試験目的：連結プレートによる接続部の耐力試験 
（2）試験方法：①GU ブロックの支柱孔を利用し、鋼管(STK400 φ139.8×4.5)を貫通固定することで単純 

支承とした。 

②H 鋼にて鋼管部のみが載る架台を作成し連結プレートで相互のブロック供試体を連結。 

③たわみ性防護柵種別 B・C 種の連続基礎の衝突荷重値 30kN まで載荷した。 
④曲げ載荷試験機(最大 500kN)にてブロック中心付近に鉛直荷重を載荷することで連結プレ

ートの耐荷重を計測した。 

（3）試験場所：岐阜県美濃加茂市牧野 1962-2 ㈱丸治コンクリート工業所内 

（4）試験日  ：2015 年 9 月 14 日(月) 

（5）試験結果：連結プレート及び座金、ボルトの変形は見られたが破断、切断は無かった。 

           最大変位量は 158ｍｍの結果より想定変位量(15 度の角度)ｔ=0.5m×tan15=0.134m＝134mm 

           と近い結果がえられた。想定変位量より最大変位量が大きかったのは、試験体の 3 次元的な 

           可動によるものと、プレートの伸びによるものと考えられる。 
 
 
 
 
 

 

 

 

          写真-６ 最大ストローク作用時                 資料-2 試験データ 

 

       表-1 製品規格 

 

 

 

 

 

 

 



技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

     

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

国土交通省川崎国道事務所 

 

国土交通省川崎国道事務所 

 

国土交通省相武国道事務所 

 

国土交通省名古屋国道事務 

所 

国土交通省沼津河川国道事 

務所 

NEXCO中日本 

愛知県知立設事務所 

 

 

国道16号町田立体改良(そ 

の15)工事 

国道16号町田立体改良(そ 

の14)工事 

国道20号調布市飛田・府中 

市白糸電線共同溝(その2) 

東三河出張所管内交通安 

全施設整備工事 

道の駅ふじおやま駐車場 

整備工事 

岡崎SA商業施設新設工事 

街路改良工事(交付金)(1 

号工)  

 

2017年3月 

 

2017年3月 

 

2017年2月 

 

2016年6月 

 

2016年3月 

 

2016年2月 

2016年2月 

 

4025292713 

 

不明 

 

4025011032 

 

不明 

 

不明 

 

不明 

4026074280 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 

 


